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　　人ロの動き

一　3月1日現在一

男4，928（一1）

女5，028（＋3）

計9，956（＋2）
世帯数2，346（＋2）
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3月の休日救急医

院（神明町）

院（川原町）

院（下　条）

院（中　条）

医
医
医
病

田
島
口
条

富
大
山
中

13日

20日

21日

27日

4月上旬の予定

市）

所

所（土
療
療

診
診

手
沢

千
水

3日

10日

　
千
手
小
学
校
で
雪
像
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
．
こ
れ
は
、
児
童
会
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の

で
す
．

　
大
会
は
三
月
一
日
で
し
た
が
、
五
日

ほ
ど
前
か
ら
作
り
始
め
た
ク
ラ
ス
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
雪
像
は
ク
ラ
ス
ご
と
の
制
作
で
す
の

で
、
十
四
組
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
ペ
ン
ギ
ン
、
E
T
、
武
蔵
対
小
次
郎
、

肉
丸
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
グ
ラ
ン
ド
い

っ
ぱ
い
に
並
び
ま
し
た
．

　
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
、
苫
心
し
て

作
り
上
げ
た
作
品
だ
け
に
、
審
査
の
ほ

う
も
た
い
へ
ん
で
し
た
．

　
写
真
は
ク
ジ
ラ
を
制
作
中
の
二
年
二

組
で
す
。
シ
ッ
ポ
作
り
が
案
外
難
し
か

っ
た
と
の
こ
と
．
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議
会
で
審
議
中
の
新
年
度
予
算
案
を

別
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算

案
は
、
二
十
六
億
九
千
八
百
万
円
で
す
。

　
こ
れ
は
、
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
百

万
円
多
い
も
の
で
す
が
、
伸
び
率
に
す

る
と
○
・
〇
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
厳
し
い

財
政
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
常
経

費
の
節
減
は
も
と
よ
り
、
財
政
運
営
全

般
の
見
直
し
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
と
配

意
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、
橘
小
学
校
の
改
築
（
五

十
九
年
度
継
続
）
、
地
域
休
養
施
設
建

設
（
前
年
度
か
ら
の
継
続
）
、
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
町
道
整
備
の
推

進
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
ほ
う
は
、
六
つ
の
予
算

案
を
合
わ
せ
る
と
十
億
八
千
百
万
円
余

58年度各会計予算案　（単位：干円）

区　　　分 58年度予算 57年度当初 比較％

一　般　会　計 2，698，000 2，697，000 100．0

特
　
別
　
会
　
計

農業共済 90，541 91，465 99．0

簡易水道 53，700 53，300 100．8

国民健康保険 430，302 479，825 89．7

老人保健 401，075 （32，403） （1避摺

国保診療所 85，787 78，461 109．3

仙田へき診 20，534 20，347 100．9

歯科診療所 廃　　止 58，610 皆　減

計 1，081，939
（32，403）

782，008
（1，23Z8）

　1384
合　　　　　　計 3，779，939

（32，403）

3，479，008
（1，2378）

　1086

※老人保健の57年度（32，403）は、年度途中で新設されましたので
数値は外書きにしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　3
主な事業諜劉幕罫中からi
　　　　　　　　　　　　　　　　o

〔総務費〕

〔民生費〕

》新潟県議会議員一般選挙費2，918

》参議院議員通常選挙費3，677》

町長選挙費1，602

1〉社会福祉法人あかね会補助金
3，900》川西町社会福祉協議会補

助金3，330》県障医療費扶助4，141

》国民年金印紙購買基金繰出金

9，000》魚沼学園負担金3，304》

児童手当18，456

〔衛生費〕》衛生施設組合負担金49，186》
　　　　　水道企業会計補助金40，000》老
　　　　　人保健特別会計繰出金20，242》
　　　　　簡易水道会計繰出金26，000》各

　　　　　種検診委託料6，991

〔農林水　　》農道維持管理委託料5，000》沖
産業費〕立農道舗装事業負担金5，800》共
　　　　　同利用施設整備事業補助金6，690
　　　　　》水田利用再編対策費22，925》
　　　　　農業構造改善費17，299》農村総
　　　　　合整備事業費144，106》地域休養
　　　　　施設費108，150》地域休養施設運
　　　　　営費15，206》林道開設費24，953
　　　　　》造林事業費72，604

り
に
な
り
ま
す
。
老
人
保
健
特
別
会
計

は
四
億
円
台
で
す
。

新
年
度
予
算
案
を
審
議
中

「
酷

齢
㌧

だ　四進　 す四
き今のめ新o日第

二
回
町
議
会
定
例
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
二
十

ま
で
の
二
十
一
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま

年
度
予
算
案
は
、
七
日
に
提
案
さ
れ
、
審
議
が

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
採
決
は
二
十
三
、

両
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

回
は
予
算
案
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た

ま
し
た
。

▲一一一一。一・一一曹一・一一甲一甲一一〇〇。o．一一一一置一層曹帰一一。一〇一一・一

i〔商工費〕　〉商工業振興費32・315》観光費

　　　　　7，184

〔土木費〕》国県道工事負担金17，000》道

　　　　　路維持費14，669》道路新設改良
1　　　　　　　　費111，205》特四工事費11，160
1　　　　　　　　》道路除雪費99，804》河川改修
　

1　　　　　　　費15，000
；

1〔消防費〕》広域消防負担金91，182
11〔教育費〕》住宅購入費18，650》国庫負担
i　　　　　　　教材3，972》橘小学校建設費167，410

1　　　　　　　》スクールバス委託料6，760

11〔災害復　》農地農業用施設災害復旧費11，972
1　　旧費〕　》公共土木施設災害復旧費20，360

し

i〔公債費〕》償還元金207・651》同・利子
1　　　　　　　　　　　　　　174，161

1
1〔諸支出金〕　》中子用地購入費95，000
：

1◇特別職報酬・給料・手当等（701人）71，226

1
1◇一般職給料・手当等（180人）654，005
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川西中学校の

懸

難、

灘

機
鱗
，
酬
齢
蔭
嚥
縢

萎
き

建
設
費
は

みんながうれしそう

三
億
三
百
万
円
余
り

　
五
十
七
年
度
事
業
の
目
玉
、
川
西
中

学
校
木
造
校
舎
改
築
工
事
が
終
わ
り
ま

努

し
た
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階

建
、
延
面
積
は
千
七
百
平
方
メ

ー
ト
ル
余
り
で
す
。
一
階
は
ホ

ー
ル
、
二
階
は
校
長
室
、
職
員

室
、
三
階
は
家
庭
科
室
、
視
聴

覚
室
、
四
階
に
は
図
書
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
建
設
費
は
三
億
三
百
万
円
ほ

ど
で
す
。

　
建
築
検
査
も
済
み
、
二
月
二

十
五
日
に
は
校
長
室
や
職
員
室

な
ど
の
引
っ
越
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
明
る
い
校
舎
に
、
生
徒
た
ち

の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

「
き
蕉
ん

愉ね

保
険
料
が
上
が
り
ま
す

　
　
　
　
四
月
か
ら
五
千
八
百
三
十
円

　
こ
の
四
月
か
ら
定
額
保
険
料
が
、

い
ま
ま
で
の
一
か
月
五
千
二
百
二
十

円
か
ら
五
千
八
百
三
十
円
に
改
め
ら

れ
ま
す
。
　
「
ま
た
上
が
る
の
か
…
…
」

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は

将
来
の
年
金
額
の
充
実
や
受
給
者
数

の
増
加
に
よ
る
給
付
費
の
増
加
な
ど

を
考
慮
し
た
う
え
で
の
心
要
措
置
な

の
で
す
。

　
現
在
、
制
度
の
財
政
は
、
受
給
者

の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
納
め
て
き

た
保
険
料
と
、
現
在
働
く
若
い
世
代

の
人
た
ち
が
負
担
す
る
保
険
料
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
承
知

の
よ
う
に
わ
が
国
は
、
年
を
追
う
ご

と
に
老
人
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
者
に
比
べ
て
受
給

者
が
増
え
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て

給
付
費
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
円
滑
に
年
金
が
支
払
わ
れ
る
た
め

に
は
給
付
費
の
確
保
1
と
り
わ
け
保

険
料
額
の
引
き
上
げ
が
不
可
決
な
要

件
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
給
付
費
が
不
足
だ
か
ら

と
い
っ
て
受
給
者
本
位
で
保
険
料
額

を
引
き
上
げ
た
場
合
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
に
い
ま
ま
で
以
上
の
負
担
増
を

強
い
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は

「
年
金
制
度
自
体
の
崩
壊
」
を
も
招

く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
国
で
は
昭
和
五
十
五
年

に
行
わ
れ
た
財
政
再
計
算
に
よ
り
、

五
十
六
年
度
の
保
険
料
を
四
千
五
百

円
と
し
、
以
後
毎
年
、
急
激
な
負
担

を
避
け
た
段
階
的
な
引
き
上
げ
に
よ

り
、
円
滑
な
年
金
財
政
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
　
（
別
表
参
照
）

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

2
塾
君
く
ー
し

　
D

協
力
に
よ
る
保
険
料
負
担
で
、
給
付

と
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
れ

ば
、
国
民
年
金
制
度
の
維
持
発
展
は

も
と
よ
り
、
現
在
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ

わ
し
て
い
る
「
年
金
財
政
の
破
綻
」

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
受
給
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
将
来
の
受
給
者
で
あ
る

私
た
ち
や
後
世
の
人
た
ち
が
十
分
な

給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
財
政
基

盤
の
確
立
の
た
め
に
も
、
保
険
料
額

の
引
き
上
げ
に
対
し
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　　　　欝は物価スライドによる上乗せ分

8，000
円

7，290
7，000

円　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，530

6，000
　　　　　　　　　　　　　　　5，830円

5，900

5・220　　　　　5．550
，000

円　　　　　　　　　　　　5，200

　　　　　　　　　4。850
DOO　　4．500

円
0
　
　
昭 和

㊥弓　㊥　　⑦　　㊥　　㊥
　　　年度

銑

4，0

3，000
　　円

※　昭和56年度の保険料を4，500円とし、以後毎年350円ずつ引き
　上げ、年金額に物価スライドが導入された場合、保険料にそのス
　ライド率をかけた額になります。
　（58年度以後、毎年5％の物価スライドがあったと仮定）
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地
域
休
養
施
設
に

『
松
葉
荘
』
・
命
名

川
西
町
地
域
休
養
施
設
は
、
国
道
2

5
2
号
線
越
ヶ
沢
ト
ン
ネ
ル
東
口
に
、

七
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
ざ
し
て
着
々
と

建
設
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
施
設
の
名
称
を
「
親

し
み
や
す
く
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
」

と
い
う
こ
と
で
公
募
し
ま
し
た
。

　
県
外
の
方
か
ら
も
応
募
い
た
だ
き
、

百
三
十
九
人
の
方
々
か
ら
二
百
五
十
三

点
（
応
募
種
類
は
二
百
二
十
八
種
）
も

工
事
が
進
む
「
松
葉
荘
」
（
2
／
28）

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
四
日
に
役
場
で
地
域
休
養

施
設
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
の
主
題
は
施
設
の
名
称
選
考
で
し

た
。

　
応
募
作
品
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
の

で
、
二
十
二
人
の
委
員
か
ら
予
備
投
票

と
い
う
形
で
秀
作
一
点
、
次
席
二
点
を

そ
れ
ぞ
れ
選
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
中

か
ら
決
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

入選発表川西町地域休養施設名称

　
予
備
投
票
に
よ
っ
て
候
補
に
選
ば
れ

た
作
品
は
、
　
「
松
葉
荘
」
　
「
川
西
松
葉

荘
」
　
「
ま
つ
ば
荘
」
　
「
ニ
ュ
ー
松
葉
荘
」

「
川
西
山
荘
」
　
「
川
西
休
養
セ
ン
タ
ー
」

「
松
葉
沢
荘
」
　
「
松
葉
楽
園
セ
ン
タ
ー
」

「
憩
い
の
殿
堂
川
西
荘
」
　
「
サ
ン
ラ
イ

フ
川
西
」
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
川
西
会
館
」

「
レ
ス
ト
パ
ー
ク
川
西
」
　
「
川
西
農
村

休
養
施
設
」
　
「
川
西
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」

「
山
百
合
荘
」
の
十
五
点
で
す
。

　
慎
重
審
議
の
結
果
、
秀
作
に
は
「
松

葉
荘
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
松
葉
荘
の

名
づ
け
親
は
な
ん
と
九
人
も
お
い
で
で

す
。　

入
選
者
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
近

日
中
に
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

高木美津子　十日町市神明町

高松久子千葉県市川市
上村節子川西町上野

宮奉川西町山野田
目黒太一郎　川西町東善寺

丸山宗太郎　川西町下原

小林伝司　川西町中屋敷

田中与三郎　川西町山野田

平野角太郎　川西町四郎兼

小林立雄川西町中仙田
上村信子川西町上野
登坂和代川西町岩瀬
田村弓子川西町上野
川崎孝一　川西町寺尾

丸山惣吉川西町根深

清水芳雄川西町下平新田

根津迫子川西町上野
清水芳雄川西町下平新田

秀作松葉荘

まつば荘

ニュー松葉荘

サンライフ川西

山百合荘

佳作

川西グリーンパーク

　
翼
　
難
難

臨二
　　　　麟灘i　　購　　灘轟鱗繍麟欝灘轍灘韓購蕪懸馨繍灘麟購灘灘灘購懸蕪藻韓騰灘灘難i麟灘
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難灘垂無　鶏鐙
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鋪
　
嫌

　
町
史
の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て
き
た

ひ
と
り
の
老
主
事
が
、
本
欄
の
こ
の

執
筆
を
最
後
に
町
の
職
員
を
勇
退
す

る
。
彼
は
今
、
大
過
な
く
勤
め
得
た

歳
月
を
顧
み
て
無
量
の
感
慨
に
ひ
た

っ
て
い
る
。
そ
の
彼
の
た
め
に
、
こ

の
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し
、
歴
史

の
一
こ
ま
と
も
い
え
る
三
十
四
年
六

か
月
の
回
想
に
ふ
れ
る
勝
手
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。

　
職
業
軍
人
と
見
な
さ
れ
、
G
H
Q

（
連
合
軍
総
司
令
部
）
の
手
で
教
壇

を
追
わ
れ
て
い
た
彼
が
、
と
き
の
助

役
に
請
わ
れ
て
役
場
の
書
記
に
な
っ

た
の
は
、
戦
後
の
混
乱
と
主
食
の
遅

配
、
欠
配
が
ま
だ
尾
を
引
く
昭
和
二

十
三
年
の
秋
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
、

役
場
の
事
務
に
は
不
似
合
い
で
無
能

な
彼
が
、
昔
は
判
任
官
と
ま
で
い
わ

れ
た
村
の
役
人
に
迎
え
ら
れ
た
カ
ゲ

に
は
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
彼
の
村
で
は
、
役
場
職
員
の
任
用

は
、
村
長
が
書
記
全
員
の
意
向
を
聞

い
て
人
物
本
位
に
決
め
る
こ
と
が
慣

例
に
な
っ
て
い
た
。
彼
の
場
合
も
職

員
の
会
議
に
か
け
ら
れ
た
が
、
野
に

お
く
と
な
に
か
と
目
ざ
わ
り
な
う
え
、

村
会
議
員
で
あ
っ
た
彼
の
父
が
職
員

給
与
の
引
き
上
げ
に
た
え
ず
反
対
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
能
力
は
さ
て
お

き
、
彼
が
採
用
さ
れ
る
結
果
に
な
っ

た
と
村
の
衆
は
う
わ
さ
し
た
。

　
改
め
て
、
役
場
の
門
を
く
ぐ
る
こ

と
に
な
っ
て
、
一
つ
の
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
彼
の
頭
の
中
を
よ
ぎ
っ

た
。
そ
れ
は
、
つ
い
こ
の
春
、
役
場

の
テ
ェ
（
職
員
）
が
賃
上
げ
要
求
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
た
際
に
、
　
「
と
ん

で
も
な
い
」
と
苦
言
を
呈
し
た
こ
と

に
対
す
る
後
悔
で
あ
っ
た
。

　
村
中
に
迷
惑
が
及
ん
だ
こ
の
ス
ト

ラ
イ
キ
で
、
職
員
の
言
い
分
は
「
昔

の
よ
う
に
名
誉
職
的
な
職
員
で
は
な

い
は
ず
、
ゆ
え
に
、
村
は
オ
レ
た
ち

が
生
活
し
て
い
け
る
だ
け
の
給
料
を

支
払
え
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

役
場
へ
用
足
し
に
行
っ
て
も
、
　
「
キ

ョ
は
ス
ト
だ
す
け
ダ
メ
だ
ぜ
」
の
一

点
張
り
、
全
員
が
ふ
て
く
さ
れ
て
碁

や
将
棋
を
し
た
り
、
裏
山
に
ム
シ
ロ

を
敷
い
て
寝
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
い
て

話
に
な
ら
な
か
っ
た
、
そ
の
行
動
を

批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　
ヒ
ニ
ク
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
発

言
が
奇
縁
と
も
な
っ
て
彼
は
役
場
に

入
り
、
そ
の
う
え
、
先
輩
た
ち
が
団

結
し
て
一
千
八
百
円
べ
ー
ス
の
カ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

．
㎜繍鹸鰻灘灘i鞭鰹鞭i鍵鱗灘i蕊難藻難羅麟黙錘灘購灘轍i韓灘灘灘報9i婁黙麟騨　　㈱撚



1【5】ll””””””ll，””””1”1””””1””””””””””・1””1”””””1”・II川””1”””””lll””1”””1””1”1””””1””””1”1””””1”広報かわ‘こし／昭和58年3月1。日発行

税
の
申
．
鰻
幹
建

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
、
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
三
月
十
五

日
で
す
が
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
の
方
は
、
一
日
も
早
く
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
忘
れ
て
い
た
り
、
正
し
く
な
い

申
告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な
ど
も

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
し
い

申
告
と
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
県
民
税
の
申
告
も
三
月
十

五
日
が
期
限
で
す
。
今
年
の
一
月
一
日

現
在
川
西
町

に
住
ん
で
い

て
、
前
年
中

に
所
得
が
あ

っ
た
人
で
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
以
外
の

方
は
、
役
場
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　　　　　　項　目会計区分 予算額収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　般　　会　計 62，462　46，215 73．0 46，822 74．0

馨合煽祉㌢タ許 1，978　2，080 1052 843 42．6

と畜場事業特別会計 3，526　3，207 91．0 1，785 50．6

合　　　　　　　計 67，966　51，502 758 49，450 72．8

　A計区分
市町・ 一般会計 福祉センター

特別会計
と畜場事業
特別会計 合計 構成比

十日町市 29，509 151 627 30287 48．6

川西町 9，379 92 129 9，600 15．4

津南町 13，481 1，346 220 15，047 24．2

中里村 7，141 103 75 7，319 11．8

合　　計 59，510 1，692 1，051 62，253 100．0

申告相談はお気軽に

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
め
先
か
ら
役
場
へ
届

け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

姦呈霧詣馨誇財政事情
　　　　　　　昭和57年12月31日現在

　昭和57年度各会計予算執行状況

　　　　　　　　　　　（単位：万円

昭和57年度市町村別負担金状況

　　　　　　　　　　　　（単位：万円

総合福祉センター・と畜場利用状況

　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
　　　　　　　　　　　　（57．4．1～57．19．21

十日町市 川西町 津南町 中里村 その他 合　計
福　　祉
センター

人
3
4
4

人
8
1 　人7，912

人
2
5
3

人
9
9 　人8，689

と畜場 　頭3，095 　頭1，358 　頭3，456

頭
3
2
9

頭
8
1
7 　頭9，055

火災・水害・救急車等出動状況
　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
　　　　　　　　　　　（57．4．1～57．19、R1

十日町市 川西町 津南町 中里村 合　計
火災水害等

回
3
5

回
4

回
1
8

回
3

回
6
0

救急車出動 557 114 185 67 923
計 592 118 203 70 983

　
　
　
尽

　
　
を
破
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
　
「
月

　
　
額
二
千
四
百
円
を
給
す
る
」
の
辞
令

　
　
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
こ
の
年
は
、
ト
ウ
ド
（
日
雇
い
）

　
　
の
日
料
が
カ
キ
バ
ナ
シ
（
手
飯
）
で

　
　
　
一
日
百
三
十
円
の
協
定
で
あ
っ
た
が
、

　
　
こ
の
額
で
来
て
く
れ
る
人
は
ほ
と
ん

　
　
ど
な
く
、
う
わ
の
せ
二
十
円
に
食
事

　
　
付
き
と
い
う
ヤ
、
、
・
の
日
料
が
相
場
に

　
　
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
月
給

　
　
を
そ
っ
く
り
農
作
業
に
当
て
た
と
し

　
　
て
も
、
十
人
と
ち
ょ
っ
と
の
ト
ゥ
ド

　
　
し
か
頼
め
な
か
っ
た
。
米
一
俵
の
値

　
　
段
が
②
で
一
千
四
百
八
十
七
円
、
ヤ

　
　
、
、
、
米
を
買
う
と
一
か
月
分
が
消
え
た
。

　
　
　
宮
仕
え
を
い
と
い
、
安
い
給
料
に

　
　
あ
ま
ん
じ
て
い
け
な
い
先
輩
、
同
僚

　
　
は
、
役
場
の
勤
め
を
い
と
も
ア
ッ
サ

　
　
リ
と
離
れ
て
、
自
分
の
能
力
や
本
領

　
　
を
発
揮
で
き
る
職
業
へ
と
転
身
し
て

　
　
行
っ
た
。
彼
も
、
警
察
予
備
隊
の
幹

　
　
部
要
員
や
．
教
職
追
放
解
除
後
の
学

　
　
校
復
帰
な
ど
に
誘
わ
れ
た
。
そ
の
ど

　
　
れ
も
が
役
場
よ
り
は
る
か
に
高
収
入

　
　
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
さ
ら
転
職
し
て

　
　
挙
家
離
村
す
る
気
に
も
な
れ
ず
、
せ

　
　
っ
せ
と
役
場
へ
通
い
続
け
た
。

　
　
　
満
八
年
を
勤
め
た
こ
ろ
の
給
料
が

　
　
九
千
七
百
円
、
新
し
い
町
に
な
っ
て

　
　
一
万
円
を
少
し
超
え
た
が
、
こ
の
金

　
　
は
、
消
費
者
米
価
で
や
っ
と
二
俵
半

　
　
の
米
し
か
買
え
な
い
額
で
あ
っ
た
。

　
　
本
庁
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
旧
町

　
　
村
ご
と
に
有
能
な
職
員
が
大
ぜ
い
い

　
　
る
こ
と
を
知
り
、
負
け
て
は
い
ら
れ

　
灘

　
譲灘灘灘撒轍麟顛魏翁蝋購

鰹遜ホ

灘囎灘轄

な
い
と
、
生
活
や
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
学
習
活
動
に
駆
け
回
っ
た
。

　
彼
は
、
役
場
に
入
っ
て
か
ら
自
分

　
の
性
格
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く

事
実
に
気
が
つ
い
て
い
た
。
今
ま
で

は
、
だ
れ
に
も
気
が
ね
な
く
振
舞
う

こ
と
が
で
き
た
の
に
、
公
僕
と
な
っ

て
そ
れ
の
で
き
な
い
身
の
不
自
由
を

嘆
き
な
が
ら
、
こ
の
辛
抱
が
給
料
を

も
ら
う
た
め
の
代
償
な
の
だ
と
納
得

し
、
い
つ
し
か
「
ま
じ
め
人
間
」
と

評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
無
意
の
よ

わ
い
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。

　
辞
め
よ
う
か
と
思
案
し
た
り
、
そ

れ
を
し
な
い
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

因
果
関
係
も
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る

が
、
総
じ
て
、
石
の
上
に
も
三
年
的

な
感
覚
で
勤
め
た
過
去
に
悔
い
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
い
っ
た

実
績
が
な
に
ひ
と
つ
浮
か
ん
で
こ
な

い
だ
け
に
、
自
分
は
は
た
し
て
、
村

や
町
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
仕
事
を

し
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
強

く
残
る
。
何
十
年
、
町
か
ら
給
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
　
　
　
　
つ
い

も
％
み
”
て
生
き
た
男
の
証
し
は
、
終

の
住
処
で
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、

町
の
進
展
に
心
お
き
な
く
注
目
し
て

い
く
余
生
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
退
職
を
二
十
日
後
に
ひ
か
え
た
彼

は
、
多
く
の
先
輩
た
ち
が
そ
う
で
あ

援
く
だ
さ
っ
た
町
の
皆
様
に
感
謝
し

な
が
ら
、
遠
い
日
、
盆
や
正
月
を
待

　
　
（
町
史
コ
ー
ナ
ー
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）

っ
た
よ
う
に
、
長
い
間
温
か
く
ご
支
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

雛
慧
別
れ
の
日
を
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転
作
目
標
面
積
は

　
　
　
一
〇
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
分
会
議
で
対
策
を
協
議
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一
　
先
月
二
十
二
日
に
、
昭
和
五
十
七
年
度
転
作
事
例
発
表
会
と
五
十
八
年
度
転
　
…
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ひ

｛
作
等
面
積
配
分
会
議
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
農
政
推
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

…
進
協
議
会
委
員
、
嘱
託
員
、
生
産
組
合
の
方
々
、
そ
れ
に
関
係
機
関
の
方
々
な
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
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コ

…
ど
約
百
三
十
人
で
し
た
。
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じ

一
　
転
作
作
物
優
良
事
例
発
表
で
は
、
東
山
農
家
組
合
の
平
野
由
隆
さ
ん
が
大
豆
　
…

ロ

一
に
つ
い
て
、
上
野
生
産
組
合
の
入
沢
茂
さ
ん
が
な
す
に
つ
い
て
、
木
落
生
産
組
　
…

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

…
合
の
田
口
直
人
さ
ん
が
し
ろ
う
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
事
例
や
問
題
点
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

…
を
発
表
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　

…
　
続
い
て
、
転
作
等
面
積
の
配
分
、
転
作
の
推
進
方
針
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
川
西
町
の
五
十
八
年
度
転
作
等
目
標
面
積
は
、
一
〇
九
．
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
転
作
率
で
は
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
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。
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配
分
会
議
の
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
取
り
組
み
を

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
、
そ
れ
に
関
係
機
関
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
の
転
作
等
実
施
状
況
は
、
過

）
オ
ヤ
，

第2期対策中の基本面積と昭和58年度転作等目標面積

コ
｛

基本面積 昭和58年度
特別緩和措置面積

昭和58年度
転作等目標面積

転作率

全　国 　　　ha
677，000

　　ha
77，000

　　　ha
600，000

　％
21．0

新潟県 25，030 3，880 21，150 12．4

川西町 129．8 20．1 109．7 9．8

去
五
か
年
と
も
目
標
を
上
回
る
達
成
率

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
は
、
第
二
期
対
策

の
最
終
年
度
で
す
。
国
は
、
三
年
続
き

の
不
作
に
よ
り
若
干
の
緩
和
を
し
ま
す

が
、
需
給
事
情
は
依
然
と
し
て
米
が
余

る
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
状
況
は
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
収
益
性

の
高
い
転
作
を
定
着
さ
せ
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
町
で
は
「
部
落

ぐ
る
み
の
集
団
転
作
の
推
進
」
を
基
本

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
明
る
い
川
西
町
の
農
業
を
築
く
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

v

華

　　蕪灘翼懸慧講灘灘鑛窪

　
（
町
史
コ
ー
ナ
i
前
ぺ
ー
ジ
か
ら
）

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

　
金
子
誠
平
（
岩
瀬
）
、
茂
野
寅
一

（
藤
沢
）
、
羽
鳥
仁
平
（
伊
友
）
、

星
名
四
郎
（
上
野
）
、
滋
野
定
良
（

野
口
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

　
御
仕
置
御
裁
許
御
定
書
ー
（
一
八

六
二
）
、
御
料
書
五
人
組
前
書
、
庭

訓
往
来
、
町
村
合
併
資
料
1
（
一
九

〇
一
）
、
普
請
研
究
、
戦
後
の
給
与

等
一
覧

・
こ
ぼ
れ
話
第
三
集
の
訂
正

　
町
史
こ
ぼ
れ
話
第
三
集
の
中
に
、

次
の
誤
り
と
誤
解
し
や
す
い
表
現
が

あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

　
百
十
一
ペ
ー
ジ
終
わ
り
か
ら
二
行

目
の
「
翌
月
」
は
「
翌
日
」
が
正
し

い
。

　
百
十
四
ぺ
ー
ジ
始
め
か
ら
五
行
目

の
「
こ
の
日
」
は
、
閏
四
月
二
十
八

日
で
な
く
て
四
月
二
十
八
日
を
指
す
。

（
本
紙
五
十
六
年
一
月
号
の
本
欄
も

同
様
）

・
旧
暦
の
平
年
と
閏
（
う
る
う
）
年

　
明
治
五
年
ま
で
用
い
た
暦
は
、
月

が
地
球
を
一
周
す
る
期
間
を
一
か
月

と
し
た
も
の
で
、
大
の
月
を
三
十
日
、

小
の
月
を
二
十
九
日
と
し
て
誤
差
を

修
正
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
太

陽
の
運
行
と
合
わ
ず
、
季
節
も
ず
れ

る
の
で
、
十
九
年
間
に
七
回
の
閏
月

を
置
い
て
調
節
し
、
そ
の
年
は
十
三

か
月
に
な
っ
た
。

　
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
も
閏
年

で
四
月
二
十
九
日
の
翌
日
が
閏
四
月

一
日
に
な
っ
た
。
参
考
ま
で
に
記
す

と
、
薩
軍
方
歩
兵
組
が
上
野
、
祖
師
、

下
平
新
田
の
村
々
に
宿
陣
し
た
四
月

二
十
八
日
は
現
在
の
五
月
二
十
日
に
、

征
討
軍
の
大
部
隊
が
千
手
駅
に
到
達

し
た
閏
四
月
二
十
三
日
は
六
月
十
三

日
に
当
た
る
。

第三集ご希望の方へ

　町史こぼれ話第三集ご

希望の方は、歴史民俗資

料館、役場、総合センタ

ーヘご連絡ください。

照
繊
舗
撫
　
　
　
椰
　
　
　
　
磁
　
騰
盤
　
　
　
　
㎜
簸
臨
職
遜
謹
撒
轍
　
螺
鰭
羅
螺
難
藩
繋
籍
融
蕪
藤
照
蕗
難
　
蕪
照
驚
蝉
醸
　
　
難
総
灘
欝
潔
灘
羅
嚢
雛
響
難
繍

懸
，
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川
西
町
の

　
　
配
分
方
法

　
部
落
転
作
等
目
標
面
積
の
配
分
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
基
礎
面
積
　
五
十
七
年
度
農
業
共
済

　
細
目
書
面
積
を
基
に
異
動
調
査
を
し
、

　
部
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
面
積
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン

　
礎
と
し
て
、
東
部
地
区
は
部
落
別
畦
、

　
は
ん

　
畔
面
積
を
引
い
た
面
積
と
し
ま
す
。

　
仙
田
地
区
は
五
十
七
年
度
調
査
し
た

　
実
水
田
面
積
と
し
ま
す
。

②
未
達
成
面
積
　
五
十
七
年
度
未
達
成

　
部
落
は
、
当
該
面
積
を
加
算
し
ま
す
。

③
実
績
控
除
　
五
十
五
年
度
限
り
で
奨

　
励
補
助
金
の
対
象
外
と
な
っ
た
植
林
、

　
養
魚
池
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
の

　
二
分
の
一
相
当
面
積
を
控
除
し
ま
す
。

④
特
別
緩
和
措
置
　
五
十
八
年
度
限
り

　
の
特
別
緩
和
措
置
面
積
の
軽
減
は
町

　
内
一
率
と
し
ま
す
。

⑤
そ
の
他
　
公
平
の
確
保
の
た
め
所
要

　
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

第
二
期
対
策
の
推
進
方
針

し
ろ
う
り
・
な
す
が

　
　
町
の
振
興
作
物
で
す

◎
基
本
方
針

　
“
部
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と
定
着

化
を
推
進
”
し
て
地
域
農
業
の
再
編
成

と
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

◎
具
体
的
な
推
進
方
向

　
農
家
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
が
密
接

な
連
携
を
図
り
、
　
“
集
団
転
作
と
定
着

化
”
の
実
施
上
の
問
題
点
を
的
確
に
把

握
し
、
対
策
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

qD
計
画
転
作
地
区
の
拡
大
と
団
地
化
の

促
進

　
計
画
転
作
は
生
産
組
合
等
が
中
心
に

な
っ
て
集
団
的
に
実
施
す
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。
転
作
の
定
着
性
の
高
い
連
担

団
地
化
を
進
め
、
農
地
流
動
化
な
ど
に

ょ
り
転
作
条
件
を
整
備
し
、
転
作
中
核

集
団
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

転
作
な
す
（
沖
立
）

の
転
作
定
着
化
の
推
進

　
集
団
転
作
の
実
施
は
、
部
落
全
体
の

問
題
で
す
。
農
家
間
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
の
指
導
の

も
と
に
、
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
転
作
の
定
着
化
を
図
り
、
経
営
的
に

成
立
さ
せ
る
た
め
、
①
集
団
転
作
田
の

ほ
場
の
選
定
と
排
水
対
策
等
営
農
条
件

の
総
合
的
な
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
転
作
田
の
団
地
化
を
図
る
た
め
、
農

用
地
利
用
増
進
事
業
に
よ
る
賃
貸
借
、

交
換
耕
作
等
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
団
地
化
加
算
金
制
度
の
対
象
と
な
る

よ
う
可
能
な
限
り
連
担
団
地
化
す
る
よ

う
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、
町
特
産

物
の
生
産
振
興
と
新
規
作
物
の
開
発
、

導
入
を
推
進
し
ま
す
。

⑥
生
産
、
流
通
対
策
の
充
実
に
よ
る
収

益
性
の
向
上

　
転
作
作
物
の
生
産
性
向
上
に
必
要
な

営
農
条
件
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
転

作
に
よ
る
生
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

農
協
な
ど
と
十
分
協
議
を
重
ね
、
計
画

生
産
、
計
画
出
荷
を
推
進
し
、
有
利
販

売
に
よ
り
収
益
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
重
点
作
物

○
大
豆
（
エ
ン
レ
イ
）

○
飼
料
作
物
（
供
給
に
結
び
つ
く
も
の
）

○
加
工
用
野
菜
（
し
ろ
う
り
、
な
す
）

　
特
に
加
工
用
野
菜
に
つ
い
て
は
、
町

の
振
興
作
物
と
し
て
、
転
作
に
よ
る
栽

培
面
積
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

当たり：円）

加算金の対象とするには

○計画加算金

・部落全員の話し合いにより、部

　落全体の転作計画を作り、これ

　に基づいて転作を行う制度です。

・部落全体の転作実施面積のうち、

　4割以上の面積で団地を作り、

　定着させなければなりません。

○団地化加算金

・計画加算金の場合より、さらに

　規模の大きな地続きの団地を進

　めようとする制度です。

・計画地区であって、転作田が完

　全に地続きで、団地の規模が3

　触以上の団地であるか、1肱（
仙田地区はα7んα）以上の団地

　を集めて、団地の面積の合計が

　計画地区の転作面積の3分の2

　以上であることが条件です。団

　地内の転作作物は、原則として

　2作物以内に統一されていなけ
　ればなりません。

転作奨励補助金の内訳
　　　　　　　（単位10a

種類 作物名 基本額
加　　算　　額

計画加算 団地化
加　　算

地域振興
作物加算

特定作物

永年性作物

大豆、そば、

麦、飼料作物、

果樹
（ぶどう除く）

49，000 6，500 10，000
一

一般作物

たばこ、加工

用青刈稲、
大豆以外の
豆類、養魚池、

水田用魚、林
地、など

34．0001 5，000 7，500 一

野　　　菜

この地域で
栽培できる
野菜（れんこ

ん、くわいを
含む）

29，000 5，000 7，500 『

加工用野菜
加工用のな
す、しろうり

に限る
しろうりは（）内

29，000 5，000 7，500

5，000
（3，0001

バラ転作

の場合も

※管理転作、土地改良事業の通年施行は、基本額の34，000円

　のみです。
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　雪解けが早まり、気分もなんと

なくウキウキしてきますが、交通

事故やなだれ、火災などに遭わな

いよう、起こさないよう、気を引

き締めることがたいせつです。

　今月は、白倉小学校から届けら

れた、うれしい受賞の便り二題を

中心に掲げてみました。

”
”発多が“

沢火
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
が
元

　
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
内
で
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
す
で
に
九
件
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
十
日
町
市
三
件
、
川

西
町
二
件
、
津
南
町
三
件
、
中
里
村
一

件
で
す
。
こ
の
う
ち
全
焼
が
二
件
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
過
去
に
例
を
見
な
い
発

生
状
況
で
す
。
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
緩
み
、
不
注
意
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
、
気
構
え
一
つ
で

ほ
と
ん
ど
の
火
災
は
防
げ
ま
す
。

　
も
う
一
度
わ
が
家
の
防
災
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
火
の
用
心
　
心
で
用
心
　
目
で
用

心
」（

十
日
町
消
防
署
　
川
西
分
遣
所
か
ら
）

お
庚
申
さ
ま
の
本
は

　
　
　
い
か
が
で
す
か

千
手
庚
申
供
養
講
で
は
「
昭
和
年
代

白
倉
小
科
学
研
究
グ
ル
ー
プ

県
教
育
長
努
力
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
“
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
”
の
観
察
で

難
，

麟
購

中村先生と研究グルーブの7人

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
、

第
十
八
回
新
潟
県
児
童
生
徒
科
学
研
究

発
表
会
で
、
白
倉
小
学
校
の
科
学
研
究

グ
ル
ー
プ
が
、
新
潟
県
教
育
長
努
力
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
研
究
題
目
は
「
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

ォ
の
発
見
と
飼
育
観
察
」
で
す
。
六
年

の
桐
生
華
子
さ
ん
、
江
口
智
子
さ
ん
、

高
橋
美
香
さ
ん
、
高
橋
千
津
子
さ
ん
、

五
年
の
田
中
幹
夫
君
、
片
桐
ル
ミ
子
さ

ん
、
中
村
香
織
さ
ん
の
七
人
が
中
村
正

先
生
の
指
導
を
受
け
、
共
同
研
究
を
し

た
も
の
で
す
。

　
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
も
と
も

と
そ
の
発
見
や
飼
育
が
難
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
、
そ

の
上
、
二
年
に
わ
た
っ
て
生
態
、
習
性

な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
の
、
う
れ
し
い
受
賞
で
す
。

　
研
究
結
果
は
、
図
表
な
ど
を
用
い
、

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
抜
き
書

き
に
し
て
み
ま
し
た
。

研
究
結
果
の
中
か
ら

①
研
究
の
動
機

　
毎
年
四
月
は
じ
め
に
な
る
と
、
田
や

池
の
た
ま
り
水
に
ア
ケ
ビ
の
形
を
し
た

白
い
卵
が
産
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
に
い
も
り
が
い
る
の
で
、
今
ま
で

イ
モ
リ
の
卵
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
五
十
六
年
の
五
月
に
、
先
生
が
「
こ

れ
は
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
ら
し

い
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
見
た
こ
と

も
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
卵

を
持
ち
帰
っ
て
育
て
ま
し
た
。
五
十
七

年
は
、
昨
年
の
飼
育
経
験
を
生
か
し
て
、

ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
ど
ん
な
生
き

物
か
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、

詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

②
研
究
の
計
画

　
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
特
徴
、
産

卵
場
所
や
卵
の
よ
う
す
、
ふ
化
と
幼
生

の
育
ち
方
、
子
の
生
活
の
よ
う
す
を
調

ぺ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

幼生の採集

の
庚
申
還
暦
供
養
と
そ
の
遍
歴
」
と
い

う
本
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。
手
持
ち
が

少
し
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
に
一

冊
千
円
で
お
分
け
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

申
し
込
み
は
、
上
町
の
真
明
正
人
さ

ん
に
あ
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

午前9時現在（単位：cm）積雪の比較
58 年 57 年 56 年

月日
分遣所 川西ダム 分遣所 川西ダム 分遣所 川西ダム

2・5 95 125 110 158 370 377
2・10 130 170 155 190 380 415
2・15 189 230 155 196 320 353
2・20 147 186 115 150 315 336
2・25 145 192 96 126 340 355
2・28 168 220 105 140 380 415
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③
研
究
の
方
法
と
結
果

獅
ω
ク
・
サ
ン
シ
．
ウ
ウ
オ
の
親

日
　
　
親
は
日
中
明
る
い
と
こ
ろ
を
さ
け
、

01
　
　
土
の
中
や
岩
の
下
に
も
ぐ
っ
て
暮
ら
し

月
て
い
る
よ
う
で
す
。
ひ
ふ
は
、
さ
わ
る

3　　
　
と
や
わ
ら
か
く
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
ま

年8
　
　
す
。
体
の
色
は
、
黒
み
が
か
っ
た
青
紫

緬
　
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
春
や
秋
に
は
黄

昭
　
　
土
色
に
変
わ
る
も
の
が
い
ま
す
。
大
き

ろし
　
　
い
の
は
体
長
十
三
・
五
セ
ン
チ
も
あ
り

に
　
ま
す
。

わ
．

覇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
微
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
題
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
p
　
　
嘱
　
ψ
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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中型の親と幼生

㈱
産
卵
場
所
と
卵
の
う

　
産
卵
は
、
山
を
背
に
し
た
田
や
池
の

た
ま
り
水
の
と
こ
ろ
で
、
雪
消
え
直
後

か
ら
四
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
行
わ
れ
ま

す
。
卵
の
う
は
、
ア
ケ
ビ
の
形
で
白
く
、

二
個
一
組
で
ま
ん
中
を
カ
ヤ
や
稲
株
に

く
っ
つ
け
て
あ
り
、
水
面
に
浮
か
ん
で

い
ま
す
。
一
つ
の
卵
の
う
の
中
に
あ
る

卵
の
粒
の
数
は
二
十
個
か
ら
四
十
個
く

ら
い
で
す
。

③
幼
生
の
育
ち
方

　
ガ
ラ
ス
の
水
槽
の
中
で
飼
育
し
、
調

べ
ま
し
た
。
エ
ラ
の
観
察
は
顕
微
鏡
を

使
い
ま
し
た
。
幼
生
の
エ
サ
集
め
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
首
を
上
げ
て
エ
サ
を

待
つ
幼
生
が
い
て
か
わ
い
ら
し
く
思
い

ま
し
た
。

　
五
月
五
日
に
最
初
の
ふ
化
が
あ
り
ま

し
た
。
体
長
は
十
三
・
五
ミ
リ
で
す
。

ふ
化
し
て
か
ら
五
日
目
く
ら
い
で
共
食

い
を
始
め
、
二
、
三
倍
に
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
二
十
日
目
く
ら
い
で
肺
呼
吸

が
始
ま
り
、
共
食
い
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
五
十
日
か
ら
六
十
日
目
く
ら
い
で

エ
ラ
、
尾
ヒ
レ
が
な
く
な
り
、
上
陸
を

始
め
る
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
体

長
約
四
十
五
ミ
リ
）

　
エ
サ
は
、
ミ
ミ
ズ
、
ユ
ス
リ
ヵ
な
ど

の
生
き
た
も
の
の
ほ
か
、
タ
ニ
シ
の
肉

で
す
。
幼
生
は
目
の
前
を
動
く
も
の
に

と
び
つ
い
て
、
丸
の
み
に
す
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。

　
心
臓
は
、
ふ
化
後
二
十
日
目
の
も
の

で
三
十
秒
に
三
十
一
回
か
ら
一
二
十
五
回

ほ
ど
こ
動
し
て
い
ま
し
た
。

㈲
子
の
生
活

　
子
は
岩
や
落
葉
の
下
に
も
ぐ
り
込
み
、

じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
変
態
し
上
陸
し

た
子
は
、
一
週
間
ほ
ど
何
も
食
べ
ま
せ

ん
が
、
や
が
て
ミ
ミ
ズ
や
ユ
ス
リ
ヵ
な

ど
の
動
く
も
の
を
食
べ
は
じ
め
ま
す
。

㈲
卯
の
う
の
そ
ば
に
イ
モ
リ
が
い
る
わ

　
け

　
イ
モ
リ
は
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

と
同
じ
と
こ
ろ
で
、
一
か
月
遅
れ
で
産

卵
し
ま
す
。

④
ま
と
め

　
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
春
、
冷

た
い
水
の
中
で
産
卵
を
終
え
る
と
、
す

ぐ
水
か
ら
離
れ
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

す
。
人
目
を
さ
け
、
ひ
っ
そ
り
と
生
活

を
し
て
い
ま
す
が
、
幼
生
の
エ
ラ
呼
吸

か
ら
肺
呼
吸
へ
変
わ
る
よ
う
す
や
子
の

動
作
は
、
調
べ
て
い
て
楽
し
く
、
さ
ら

に
観
察
を
続
け
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　き　　　　　　　　き

　　　　　　　　1

　　　　　　　き　　　　　　　　　　き　　　
　1
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おめでとう江ロ君

デザインrクジラ雲」が

　教科書掲載候補作品になる

　第15回中魚沼郡・十日町市児童

生徒版画デザイン展（郡市教育振

興会主催）の審査が2月8日に十
日町小学校で行われました。

　審査は、兵庫教育大学の西光寺

亨教授が当たられました。

　デザインの部に出品した江口茂

義君（白倉小学校1年）のrクジ
ラ雲」が数多くの作品の中から選

ばれ、教科書掲載候補作品に指定

されています。5れています。

　　　　指定の理由

　発想の豊かさ、生き生きとし

た表現、色彩の美しさ、構成の

良さなどを評価。広く小学校デ

ザイン指導の参考に供すること

ができると認める。

　展覧会は、十日町小学校で雪ま

つりの日の2月12、13日に行われ
ましたので、ご覧になられた方も

多いと思います。

江口君と作品のrクジラ雲」

青空の中をクジラ雲が子供たちを

乗せてゆうゆう泳いでいます。

“
声
の
広
報
か
わ
に
し
”

　
　
　
貸
し
出
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
声
の
朗
読

奉
仕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
ご
協
力
で
、
毎

月
の
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
テ
ー
プ
に

編
集
・
録
音
し
て
、
目
の
不
自
由
な
方
、

お
年
寄
り
の
方
を
対
象
に
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
役
場
内
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。
　
（
費

八
⊥
三
二
　
　
有
線
一
二
四
二
）

転
居
届
は
郵
便
局
に
も

　
転
居
さ
れ
る
と
き
は
、
郵
便
局
に
も

転
居
届
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
郵
便
局

へ
転
居
届
を
出
さ
れ
ま
す
と
、
旧
住
所

と
新
住
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
配
達
を
受
け

持
つ
郵
便
局
で
配
達
名
簿
を
修
正
し
、

向
こ
う
一
年
間
、
旧
住
所
あ
て
の
郵
便

物
を
新
住
所
へ
転
送
し
ま
す
。

　
転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
は
が
き
を
使
用

し
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
届
出
内
容
は
、
新
住
所
・
旧
住
所
・

転
居
者
の
氏
名
㊥
・
世
帯
の
全
部
か
一

部
か
の
区
別
お
よ
び
転
送
開
始
希
望
年

月
日
な
ど
で
す
。

　
た
だ
し
、
郵
便
物
の
転
送
に
は
時
間

が
か
か
る
ほ
か
、
書
留
郵
便
物
や
小
包

郵
便
物
に
は
転
送
料
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
友
人
や
知
人
の
方
な
ど
へ
は
、

お
早
め
に
新
し
い
住
所
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
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農業用軽油

免税証を交付します

　農業用軽油の免税証交付を次の

とおり行います。該当される方は

忘れずに交付を受けてください。

◎交付日時　3月25日（金）

　　　　　　午前10時～午後3時

◎交付場所　川西町役場

◎必要書類

　①印鑑（共同申請の場合は全員

　　のものが必要）

　②免税軽油使用者証（継続申請

　　の場合）

③耕作面積証明書（農業委員会

　　で証明を受ける）

④使用機械の証明書（所有証明、

　　借用証明）または納品書など

　　の写し（カタログを持参）

◎その他　申請用紙は十日町財務

　事務所にあります。不明の点は

　十日町財務事務所（奮02575－

　7－5511内線205）へ問い合わ

　せください。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
早
期
交
換
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
県
か
ら
の
お
願
い
ー

　
新
潟
県
な
ど
の
積
雪
寒
冷
地
帯
で
の

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
は
、
雪
道
や

凍
結
道
路
で
そ
の
安
全
走
行
性
の
面
か

ら
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

が
原
因
と
思
わ
れ
る
舗
装
道
路
の
破
損

（
特
に
わ
だ
ち
掘
れ
の
形
で
摩
耗
）
や
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
路
面
表
示
の

摩
損
が
生
じ
、
そ
の
舗
装
修
理
費
が
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
摩

耗
粉
じ
ん
に
よ
る
公
衆
衛
生
上
の
新
た

な
公
害
問
題
と
し
て
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
県
で
は
こ
の
対
応
措
置
と
し
て
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
制
限
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
冬
は
、
県

の
公
用
車
に
限
っ
て
試
験
的
に
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
の
方
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
を
十
分
お
く
み
取
り
い

た
だ
き
、
春
先
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装

着
の
必
要
が
な
く
な
る
時
期
に
は
、
た

だ
ち
に
夏
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
と
判
定

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
判
定
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者

●
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

　
十
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

●
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

　
の
人

●
陰
性
で
B
C
G
を
受
け
な
か
っ
た
人

◎ツベルクリン反応検査

期　　日 時　　　　間 会　　　場

4月11日 午後1：30～2：00 克雪センター

12日 〃　　　　　　　　　〃 母子センター

18日 〃　　　　　　　　　〃 総合センター

19日 〃　　　　　　　　　〃 橘　出　張　所

19日 午後2：40～3：00 白倉小学校

◎ツベルクリン反応判定・B　C　G

期　　日 時　　　　間 会　　　場

4月13日 午後1：30～2：00 克雪センター

14日 〃　　　　　　　　　　〃 母子センター

20日 〃　　　　　　　　　　〃 総合センター

21日 〃　　　　　　　　　〃 橘　出　張　所

21日 午後2：40～3：00 白倉小学校

　－途笥

幾オっ
5隻

農し
蒙自の

9げ・曾

を懇

藝慢

手
ま
り
作
り

十
五
年
の
キ
ャ
リ
ア

　
坪
山

　
高
橋
キ
ャ
ウ
さ
ん

「
こ
う
し
て
作
ら
ん
だ
て
エ
」
と
高
橋
さ
ん

　
　
　
り
を
村
の
念
仏
講
の
人
や
ご
詠
歌
の

　
高
橋
さ
ん
は
、
こ
の
二
月
に
満
八

十
八
歳
に
な
ら
れ
た
。

　
こ
た
つ
に
あ
た
っ
て
い
て
も
、
手

先
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
こ
と
は
め

っ
た
に
な
い
。
茶
前
か
ら
寝
し
ま
ま

で
手
ま
り
作
り
や
編
物
を
さ
れ
て
お

い
で
と
の
こ
と
。

　
左
目
の
具
合
が
悪
く
、
四
年
前
に

白
内
障
の
手
術
を
し
た
右
目
が
頼
り

で
あ
る
。

　
手
先
が
器
用
の
ほ
か
、
の
み
こ
み

が
た
い
へ
ん
早
く
、
た
い
て
い
の
も

の
は
一
回
で
覚
え
て
し
ま
う
。

　
十
五
年
ほ
ど
前
に
、
村
の
婦
人
会

か
ら
頼
ま
れ
、
手
ま
り
作
り
の
講
習

を
や
ら
れ
た
そ
う
だ
。

　
「
人
が
作
っ
た
の
は
見
た
こ
と
が

あ
る
が
、
自
分
で
は
一
回
も
や
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
ど
も
の
オ
」

　
な
ん
と
、
こ
れ
が
手
ま
り
作
り
の

き
っ
か
け
と
い
う
。

　
米
寿
の
祝
い
の
と
き
に
は
、
手
ま

人
た
ち
全
員
に
配
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
と
き
に
は
、
一
冬
に
三
、

四
十
個
作
っ
た
て
エ
」

　
手
ま
り
の
中
身
は
も
み
ぬ
か
で
あ

る
。
こ
れ
を
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
中
に

入
れ
る
。

　
「
ど
ん
な
で
っ
か
さ
に
も
し
ら
れ

る
の
オ
」

　
丸
く
形
を
整
え
、
白
い
糸
で
下
か

ら
が
き
を
す
る
。
こ
の
後
の
模
様
の

も
と
に
な
る
割
り
出
し
が
難
し
い
。

　
配
色
も
巧
み
で
、
十
六
色
も
の
リ

リ
ャ
ン
を
使
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
「
十
三
歳
か
ら
機
の
仕
事
を
し
て

い
た
の
で
、
ほ
ん
と
う
は
機
織
り
が

し
た
い
ん
だ
が
の
オ
」

　
蚕
を
飼
い
、
そ
の
糸
で
も
っ
て
機

を
織
っ
て
い
た
と
当
時
を
懐
か
し
む
。

　
「
体
が
マ
メ
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
手
ま
り
作
り
や
編
物
な
ど
を
続
け

て
い
く
て
エ
」

　
心
か
ら
糸
が
好
き
な
の
で
あ
る
。
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次
の
善
意
が

　
　
　
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
小
林
浩
康
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら
一
二

万
円

※
高
橋
茂
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら
一
二
万

　
円

※
藤
巻
博
さ
ん
（
塩
辛
）
か
ら
一
二
万
円

※
平
野
鶴
吉
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
三

　
万
円

※
半
田
孝
夫
さ
ん
（
室
島
）
か
ら
一
二
万

　
円

※
匿
名
で
三
万
円

ゆ
う
あ
い
号
来
町

●
4
月
6
日
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
午
後
－
時
～
3
時

●
3
月
1
6
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
3
月
2
3
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
3
月
30
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
4
月
6
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

心
配
ご
と
相
談

姜
目　　 呂臨
　　　♂恩

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
・
…
…
・
③
　
　
（
敬
称
略
）

【
仙
田
地
区
】

○
中
仙
田
．
南
雲
教
、
○
室
島
・
高
野

新
次
、
○
小
脇
・
佐
藤
栄
一
、
Ω
・
同
倉

．
高
橋
幸
雄
、
○
藤
沢
・
茂
野
政
栄
、

○
田
戸
．
高
橋
三
代
治
、
○
越
ケ
沢
・

川
崎
一
男
、
○
赤
谷
・
高
橋
正
春
、
○

岩
瀬
．
登
坂
博
男
、
○
大
倉
・
中
条
石

平

望1隔酬・8・1。。一1－9魯II・・1。81。1…lllll｝”ll・・。1・。。lll。1891199。。，1■ll。1。801川19，99111。1。1。III“1。llll811駈1・1。Ill“II”II。”lg曹9。81’5巳II”ll川19”IIIIIIllllll。。。1。．。1川魅9．lllll川lll－1。8111川lll。。1。。。lll馳ll。。1曇

電

翔嚇
㌔1麟、

名

ぎ

｝1▲羽黒山　　　　　i
も　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
｝　i　町民スキー大会、回転の　i
　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

｝　i模様です。　　　　　　　　　i
3　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
亀　　 ・，一一一一璽。・一一。一の一一一一一一一一一願一一一一。一り一。一一。一一一一一一D

o　　，9一。o一一一一一一触●一一一一一曹〇一り▼一一〇一〇〇一一●o－o一一一．一一〇〇
　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

｝i▼かんのうスキー場1
き　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
も　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しコ

’i　仙田小学校のスキー大会　i
ロ　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

｝iには父兄も飛び入り参加し　i
　　　　 じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

｝iました。　　　　　i

二
月
二
十
日
は

各
地
で
ス
キ
ー
大
会

　
二
月
二
十
日
に
は
、
各
地
で
ス

キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

．謝、鎌講難繍

・i麟』購．

　　　　　　　　　　　　麟　雛嚢　　　　　　灘　欝　・．　謙．
　　　懲，・、．
㍉●IO●OO61108画・・lloo川ll”ollIO80”891・Ol””911001”180・OI9”e9・・OO蜘8画91。108110119。一軌笥ll－IIOO鱒IO川OOllIOIIOIOl●llOll100106川OOOO

1　町行造林作業班員
3
i募集中です
3ヨ
8　　町内の山林地帯で、伐採・植林
　

1　などの作業に従事してくださる人
ロ

1　を次により募集しています。

1①募集人員60人（男子55人・女
ロ

1　子5人）
　

1②採用条件
1　（1腱康な人（川西町の住民）

3 （2）男子はチエンソー・刈払機の

操作ができる人

（3）年齢は4月1日現在で男子70

歳未満、女子55歳未満の人

（4）募集人員を超えた場合は、技

術・資格・年齢等を考慮し選

考します。

1③賃金原則として川西町農業標
　　準賃金を基本日額とし、ほか

　　に技術・運転手等の諸手当を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

晴
内
謬
ー
難
醸
麟
騰
ー
窪
浮
］
目
陪
己
躊
ぺ
旨
蓬
儲
建
蓬
獲

惑悌凶＼　
　
－
－
、
い
い
＼
　
　
　
．
慧
翻
．
箋
　
　
真
は
五
年
生
の
距
離
競
技
．

　
8
曜
覧
監
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
’
　
■
』
　
　
　
　
，
竈
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁
　
騨
翻
職
欝
購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
：
・
：
・
：
：
－
：
：
：
：
：
：
：
－
：
：
・
：
：
。
・
■
：
：

　加算します。

④期間　58年4月18日～11月19日

⑤就業時間　午前8時～午後5時

10分

⑥申し込み　健康診断書1通、自

動車運転免許所有者は免許証、

　それに印鑑を持参して産業課林

業係へ申し込みください。

⑦締め切り　3月25日

⑧その他短期雇用保険、労働災

害制度の適用があります。

◎採用については、選考のうえ4

月9日までに各人に通知します。

母箪羅簗タ驚薬肉

翻獺姪婦糊談難．
　解欝　蜜産教叢．

翻魏3鞭検繊鱗雛、
　　　選一β趨欝
　癖囹『婬婦籟談鍵．逡後検譲．

　翻馨醗難訟鱗籟、・・

　　　欝、玉鯛欝『
捷灘蝿轍覇i講・、！・、

18111110111111010100008010016111101100鮪●1910011”81●1｝三

停電の
　　わ艇ρうせ
●4月6日（水）／正午から
午後4時まで、元町．
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早
　
朝

尿

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

（
健
康
自
己
点
検
）

妬．2

　
朝
目
が
覚
め
て
の
初
仕
事
は
、
睡

眠
中
に
た
め
た
尿
の
排
せ
つ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　
人
間
の
体
を
工
場
に
例
え
れ
ば
、

尿
は
工
場
排
水
で
あ
り
、
そ
の
工
場

排
水
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
工
場
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
様
子
が
つ
か
め
る
よ
う

に
、
健
康
状
態
を
点
検
す
る
う
え
で

螺
非
常
に
貴
重
な
情
報
を
数

多
く
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
尿
の
回
数
や
量
は
個
々

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま

す
が
、
健
康
な
成
人
で
は

一
日
四
、
五
回
の
排
尿
で
、

量
は
一
、
○
○
○
㏄
か
ら

一
、
五
〇
〇
㏄
く
ら
い
で

す
。
老
人
は
回
数
が
増
え

ま
す
。
ま
た
夏
季
は
発
汗

が
あ
る
の
で
尿
量
は
減
少

し
ま
す
。

　
じ
ん
臓
の
働
き
が
衰
え

る
と
尿
の
回
数
が
多
く
な

り
ま
す
。
年
を
取
っ
て
夜

間
の
排
尿
回
数
が
多
く
な

っ
た
ら
、
じ
ん
臓
機
能
が

低
下
し
て
き
た
こ
と
の
現

れ
で
す
か
ら
、
じ
ん
臓
の

負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
よ
う
、

塩
分
の
摂
取
量
を
減
ら
す
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。
ま
た
異
常
に
排
尿
の

回
数
が
増
し
た
り
、
残
尿
感
が
あ
る

よ
う
だ
っ
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
尿
の
色
は
、
普
通
澄
ん
だ
淡
黄
色

で
す
が
、
疲
れ
て
い
た
り
発
熱
や
発

汗
の
あ
る
と
き
は
、
濃
縮
さ
れ
て
色

が
濃
く
な
り
ま
す
。
服
薬
に
よ
っ
て

も
色
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血

尿
や
混
濁
尿
は
何
か
病
気
が
潜
ん
で

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
自
己
判
断

せ
ず
に
進
ん
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

γ
つ
。

　
健
康
な
人
に
と
っ
て
、
尿
の
排
せ

つ
は
生
理
的
現
象
だ
と
、
ご
く
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
が
ち

で
す
が
、
病
や
障
害
の
た
め
人
手
を

借
り
な
け
れ
ば
排
尿
で
き
な
い
人
も

い
る
の
で
す
。
健
康
で
あ
る
と
い
う

喜
び
を
か
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。

　
暴
飲
暴
食
は
避
け
、
適
度
に
運
動

や
休
養
を
し
て
、
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

蟹
…

ヨ

裳
骸
蓬
骸
嚢
暑

戸
籍
の
窓
か
ら

犠
暑
犠
葛
葛
葛
接
葛
塾
骸
葛
骸

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
縣
醤
登
報
学
校
町

（
羅
醤
博
幸
小
白
倉

塩
沢
町
か
ら

律
子
鹿
児
島
県
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

山羽桑高星
田鳥原橋野

羅瞳恵署
．
鋸
㌃

秀
夫
長
女
野
口

達
男
長
女
赤
谷

秋
男
長
女
栄
町

育
男
二
男
木
落

常
夫
長
女
仁
田

　
　
θ
駒
紹
望
●
魔

　
ノ
．

小
わ
琶

　
　
　
璽
贋

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

○
牡
丹
雪
な
れ
ば
心
の
ほ
の
ぼ
の
と

ぐ
つ
ぐ
つ
と
靴
の
鳴
り
ゆ
く
牡
丹
雪

粉
雪
は
さ
ら
さ
ら
と
降
り
軽
や
か
な

湯
の
旅
の
膳
に
つ
き
た
る
寒
卵

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

木
菟
の
鳴
き
を
り
明
日
は
晴
る
る
ら
し

浬
盤
公
云
や
紬
の
珠
数
の
袋
提
げ

い
さ
さ
か
の
田
芹
を
摘
み
て
戻
り
け
り

だ
ら
だ
ら
と
雪
降
り
や
ま
ず
春
浅
し

村南高熊清高
山雲橋田水橋

則理春俊智光
子江代介子子

寿吉伸義泰幸
一章幸三裕子

二
女
元
町

長
女
県
営
住
宅

二
男
発
電
所
通
西

二
女
中
仙
田

二
女
四
郎
兼

二
女
上
野

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

半
田
　
　
實

清
水
茂
一
郎

相
崎
寅
松

藤
巻
清
助

高
橋
ト
イ

田
中
リ
ャ
ウ

野
澤
フ
ジ

小
林
熊
治

大
久
保
イ
ワ

野神野小神寺沖寺室
　社　 白社ケ
ロ町口倉町崎立尾島

八八八八七七六五五
四三二二八六五八七

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

ス
ト
ー
ブ
の
音
の
し
づ
か
に
雪
の
降
る

父
の
忌
の
僅
か
な
が
ら
の
芹
の
つ
ゆ

中
天
に
雲
一
つ
な
き
寒
の
月

股
火
鉢
し
て
い
る
雪
の
節
季
市

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
生

除
雪
夫
の
雪
や
け
顔
に
日
脚
伸
ぶ

氏
神
へ
雪
道
つ
づ
く
春
祭

こ
の
冬
の
し
の
ぎ
易
さ
に
二
月
蓋

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

初
午
や
燈
明
ゆ
ら
ぐ
雪
の
上

献
立
の
一
品
み
つ
ば
摘
み
て
来
し

老
妻
の
も
て
な
し
の
膳
芹
の
つ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

雪
や
ま
ず
除
雪
車
の
音
ま
た
や
ま
ず

訪
う
人
も
な
く
て
深
雪
の
一
と
日
暮
る

羅鞭鞭鞭鞭鞭駿轄蝦裾幸
　　　　　　　　　・響
　2月の交通事故発生件数終
　　　　　　　　　るマ
　　　　　　　累計鮮
件数3（0）4（0）轄

　　　　　　　　　ゆ　｛易　 者3（0）5（0）“£
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交
通
事
故
が
激
増

　
三
月
三
日
に
二
件
の
交
通
事
故
が
起

こ
り
、
今
年
に
入
っ
て
の
事
故
の
累
計

は
六
件
と
な
り
ま
し
た
（
昨
年
同
期
は

ゼ
ロ
）
。
態
様
別
で
は
、
追
い
越
し
二

件
、
追
突
三
件
、
出
合
い
頭
一
件
で
す
。

　
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
土
地
の
雪
の
運
命
を
否
と
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

初
午
や
雪
に
傾
き
小
豆
飯

芹
摘
に
指
先
染
ま
り
香
り
け
り

片
栗
の
咲
く
頃
あ
の
娘
嫁
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

囲
い
板
は
ず
し
明
る
き
老
の
会

春
め
く
や
朝
の
障
子
に
鳥
動
き

三
月
の
桜
前
線
始
動
と
か

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

い
く
た
び
も
深
雪
の
道
を
教
え
け
り

ま
な
ざ
し
の
澄
み
た
る
顔
の
雛
な
ら
ぶ

買
う
て
来
し
ほ
と
け
の
花
の
猫
柳

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
　
左
木
人

錦
山
映
え
う
つ
り
た
る
水
速
し


